
芝生の上で一人または友
人とくつろぎたい。自分
がSNS等で調べた茨木市
の今後のまちづくりの情
報などを、芝生の上で友
人に伝えていきたい。

JR茨木駅でカフェを利用したい。
カフェの選択肢がいろいろあって、
その日の気分で選んで利用できる
と嬉しい。カフェを利用するお客
様として、しっかりSNS等を使っ
て発信し、関わっていきたい。

茨木のキービジュアルと
なるような風景がほしい。
人が自然と集まってくる
ような並木道が道路の両
側にある絵がみたい。そ
のビジュアルを茨木市の
アイコンにしていきたい。

駅前の広場で、音楽を発表する機
会があると良い。高校の音楽部な
どに、日々の練習の成果を発表で
きる場を提供してあげたい。

茨木出身のヤノベケンジ先生
の作品を置きたい。ヤノベ先
生のことを知ってもらうため
に、講演会をしたり、芸大の
先生の工房に訪ねるイベント
を計画・実行していきたい。

シェアキッチンの運営をしたい。製造
許可を取ったキッチンを運営し、それ
を皆さんに使っていただいて、そこで
作ったものをまたどこかで売っていた
だく、ということをやっていきたい。

アドバイザー
近畿大学 久教授

ファシリテーター
立命館大学 阿部准教授

老若男女、様々な世代の皆さんからいただいたお話は大きな力
でして、今後様々な取組みの中で大きな肥しにさせていただき
ます。まちづくりは一朝一夕にできるお話ではありませんので、
引き続き皆さんのお力添えをいただけたらと思います。

茨木市長 福岡洋一

再整備後の話も重要で、出来上がった後
にどう使っていくかということが重要で
す。こういった活動に継続的に参加して
いただき、茨木らしいシンボルとなるよ
うな駅前をつくっていっていただけたら
と思います。

『まち育て』という言葉があります。
空間が長続きするためには、皆さんが少
しずつ手を加えながら自分ができること
を持ち寄って繋げていくことが大切です。
このワークショップでの繋がりもうまく
使ってもらい、皆さんの想いを実現して
いけたら良いなと思います。

Webアンケートやワークショップ等を通じていただいたご意見やアイデアを参考に、まちづくりの
方向性やまちの将来像を実現するための、具体的な取組みをまとめた基本計画素案を作成し、関係団体
や有識者等と意見交換を行いながら基本計画案をまとめてまいります。その後パブリックコメント等を
実施し、基本計画の策定を行ってまいります。JR茨木駅西口駅前の再整備を実施していくために、多
くの方の声を聞き、皆さんと一緒に着実に進めていきたいと考えております。

ワークショップの最終回では、６枚のイメージ図の中から皆さんがイメージする駅前に一番近い
ものを選んでもらい、駅前でやってみたい事を発表していただきました。

発表の中ではそれぞれのやってみたいことの実現に向けて、ご自身がどう関わりたいか、どう関
わっていけるかということも考え、発表していただきました。

参加者の皆さんの発表を受けた福岡市長からのコメントの後、まちづくりの専門家であり、本
ワークショップのアドバイザーを務めていただきました近畿大学の久教授、ファシリテーターを務
めていただきました立命館大学の阿部准教授より総評をいただきました。
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